
　

王
賜
銘
鉄
剣
（
お
う
し
め

い
て
っ
け
ん
）
が
出
土
し
た

稲
荷
台
１
号
墳
（
市
内
山
田

橋
）
は
墳
丘
直
径
約
２６
ｍ
の

円
墳
で
、
古
墳
と
し
て
は
中

型
の
も
の
。
１
９
７
６
～
７７

年
に
国
分
寺
台
の
造
成
に
伴

い
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

市
原
を
含
む
内
房
地
域
に
は

大
型
の
前
方
後
円
墳
も
分
布

す
る
こ
と
か
ら
、
当
初
関
係

者
は
こ
の
場
所
か
ら
こ
れ
ほ

ど
貴
重
な
遺
物
が
出
土
す

る
と
は
予
想
だ
に
し
て
い
な

か
っ
た
。
１
９
８
７
年
、
佐

倉
市
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
で
甲
（
よ
ろ
い
）
の
破
片

な
ど
の
金
属
を
Ｘ
線
で
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
そ

の
中
に
銘
文
の
一
部
を
発
見
。

最
終
的
に
剣
は
全
体
が
３
つ

に
割
れ
た
状
態
で
見
つ
か
り
、

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
驚
き
と
と

も
に
全
国
に
届
け
ら
れ
た
。

　

市
は
剣
を
保
存
し
な
が

ら
展
示
で
き
る
設
備
を
整

え
た
市
原
歴
史
博
物
館
を
、

２
０
２
２
年
１１
月
２０
日
に

オ
ー
プ
ン
。
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
に
預
け
ら
れ
て
い
た

剣
は
、
同
館
の
展
示
ケ
ー
ス

に
収
め
ら
れ
た
。
ケ
ー
ス
の

下
に
は
窒
素
タ
ン
ク
が
設
置

さ
れ
、
内
部
の
酸
素
濃
度
が

０
・
１
％
以
下
に
な
る
よ
う
管

理
さ
れ
て
い
る
。「
剣
の
腐
食

や
、
象
嵌
部
分
の
劣
化
を
防

ぐ
た
め
厳
重
に
保
管
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
財
産
を
後
世

に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で

い
き
た
い
」
と
、
同
館
学
芸

員
は
語
る
。
剣
が
戻
っ
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
２
０
２
３

～
２５
年
度
に
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
に
よ
る
調
査
を
進
め
、

２
０
２
６
年
３
月
に
稲
荷
台

１
号
墳
に
関
す
る
報
告
書
を

刊
行
。
同
時
に
、
文
化
庁
よ

り
重
要
文
化
財
指
定
決
定
の

答
申
を
受
け
た
。
折
し
も
稲

荷
台
１
号
墳
の
発
掘
開
始
か

ら
５０
年
目
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

調
査
で
は
鉄
剣
の
銘
文
に

つ
い
て
銀
象
嵌
（
ぞ
う
が
ん
）

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
金
象

嵌
と
判
明
し
た
こ
と
な
ど
、

最
新
情
報
も
特
別
展
で
詳
し

く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
会
期

中
の
１１
月
２２
日
に
は
、『
開
館

４
周
年
記
念
祭
』
を
開
催
す

る
。

　

国
産
の
有
銘
鉄
剣
と
し
て

最
古
で
あ
る
王
賜
銘
鉄
剣
。

そ
の
年
代
を
解
明
す
る
重
要

な
鍵
と
な
っ
た
、
共
に
稲
荷

台
１
号
墳
か
ら
出
土
し
た
土

器
な
ど
の
副
葬
品
も
、
附
（
つ

け
た
り
）
と
し
て
重
要
文
化

財
指
定
の
対
象
と
な
っ
た
。

特
別
展
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
埼

玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
『
辛

亥
銘
鉄
剣
』
と
熊
本
県
江
田

船
山
古
墳
出
土
『
銀
象
嵌
銘

太
刀
』
の
レ
プ
リ
カ
も
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

市
原
に
里
帰
り
し
た
姉
崎
二

子
塚
古
墳
出
土
の
品
々
（
國

學
院
大
學
博
物
館
所
蔵
）
で
、

『
石
枕
』
と
そ
の
装
飾

品
『
立
花
』
は
重
要

文
化
財
だ
。
枕
は
被

葬
者
の
頭
部
を
安
定

さ
せ
る
も
の
で
木
製

や
土
製
な
ど
が
あ
る

が
、
滑
石
製
の
も
の

は
千
葉
県
北
部
か
ら

茨
城
県
南
部
の
常
総

地
域
で
出
土
が
多
く

全
国
で
は
珍
し
い
。

姉
崎
二
子
塚
古
墳
は

墳
丘
約
１
１
４
ｍ
の
市
内
最

大
級
の
前
方
後
円
墳
で
、
副

葬
品
の
質
は
市
原
の
古
墳
の

中
で
群
を
抜
い
て
い
る
。
ま

た
、
古
墳
時
代
の
甲
で
あ
る

『
短
甲
』
は
、
県
内
発
掘
の

１１
例
の
う
ち
１０
例
を
展
示
。

『
横
矧
板
鋲
留
短
甲
（
よ
こ
は

ぎ
い
た
び
ょ
う
ど
め
た
ん
こ

う
）』
は
横
長
の
鉄
板
を
組
み

合
わ
せ
鋲
を
打
っ
て
作
ら
れ
、

蝶
番
（
ち
ょ
う
つ
が
い
）
に

よ
っ
て
右
前
胴
を
開
閉
し
身

に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

当
時
の
最
先
端
だ
。
冑
（
か

ぶ
と
）
な
ど
ほ
か
の
武
具
と

短
甲
が
並
ぶ
様
に
は
迫
力
が

あ
る
。
そ
の
他
に
も
豊
富
な

展
示
品
と
丁
寧
な
解
説
と
で
、

会
場
は
じ
っ
く
り
と
時
間
を

か
け
て
回
り
た
い
と
こ
ろ
。

県
内
古
墳
出
土
の
数
々
が
時

空
を
超
え
て
一
堂
に
会
す
る

ま
た
と
な
い
機
会
。
ぜ
ひ
会

場
へ
！

　

１２
月
１３
日
㈰
に
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
『
王
賜
銘
鉄
剣

が
意
味
す
る
も
の
』
を
開

催
。
特
別
展
に
関
連
す
る
講

座
、
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で

は
千
葉
大
学
と
コ
ラ
ボ
し
た

特
別
展
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売

中
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
か
、
問

合
せ
を
。　
　
　
　
　
（
石
井
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
王
賜
銘
鉄

剣
の
意
味
す
る
も
の
』　

１２
／

１３
㈰
９
時
半
～
１６
時
半　

会

場
：
い
ち
は
ら
子
ど
も
未
来

館
（
ｗ
ｅ
ほ
ー
る
）　

参
加
無

料
、
当
日
先
着
２
５
０
名

・
い
ち
は
ら
郷
土
学
習
講
座

１１
／
１
㈰
座
学
『
剣
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
―
古
墳
時
代

鍛
冶
技
術
か
ら
み
る
―
』

１１
／
３
（
火
・
祝
）
座
学
『
古

墳
時
代
中
期
の
房
総
』

１１
／
８
㈰
バ
ス
ツ
ア
ー
『
関

東
の
首
長
墓
を
訪
ね
る
』

１１
／
１５
㈰
フ
ィ
ー
ル
ド
『
国

分
寺
台
の
遺
跡
を
歩
く
』

１１
／
２９
㈰
バ
ス
ツ
ア
ー
『
房

総
の
首
長
墓
を
訪
ね
る
』

・
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

特
別
展
期
間
中
の
毎
週
㈰
㈷

１２
時
１５
分
～
４５
分
（
イ
ベ
ン

ト
で
休
止
の
場
合
有
）

・
有
料
体
験
講
座　

ペ
ー
パ
ー

ナ
イ
フ
づ
く
り
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
づ
く
り
、
須
恵
器
風

土
器
づ
く
り
、
玉
ア
ク
セ
サ

リ
ー
づ
く
り

・
開
館
４
周
年
記
念
祭　

１１
／

２２
㈰　

無
料
・
特
別
展
観
覧

券
要　

３
次
元
を
体
感
！
『
ミ

ニ
短
甲
づ
く
り
』、
４
周
年
記

念
○
×
ク
イ
ズ
大
会
、
拓
本

し
お
り
づ
く
り
、
他

問
市
原
歴
史
博
物
館

☎
０
４
３
６
・
４１
・
９
３
４
４

https://www.imuseum.jp

・
開
館
：
９
時
～
１７
時
（
最

終
入
館
１６
時
半
）　

月
曜
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

・
観
覧
料
：
一
般
１
０
０
０
円
、

高
校
生
９
０
０
円
、
中
学
生

以
下
・
障
が
い
者
と
介
護
者

（
同
人
数
）
無
料

重
文
へ
の
道
の
り

展
示
ケ
ー
ス
に
並
ぶ
短
甲

特別展 『王と剣
  ～王賜銘鉄剣と倭の五王の時代～』
　  　２０２７年１／１１（月・祝）まで開催　市原歴史博物館

　

市
原
市
能
満
の
市
原
歴
史
博
物
館
に
て
、
特
別
展
『
王
と
剣
～
王
賜
銘
鉄

剣
と
倭
の
五
王
の
時
代
～
』
が
２
０
２
７
年
１
／
１１
（
月
・
祝
）
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
市
内
稲
荷
台
１
号
墳
か
ら
出
土
し
た
『
王
賜
銘
鉄
剣
』
の
重

要
文
化
財
指
定
が
決
定
し
、
同
館
は
２
０
２
６
年
度
を
通
し
て
王
賜
銘
鉄
剣

に
関
連
す
る
企
画
展
・
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
き
た
。
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
と

な
る
特
別
展
で
は
、『
５
世
紀
』『
倭
の
五
王
』『
武
器
・
武
具
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、「
剣
に
刻
ま
れ
た
王
と
は
誰
か
」「
王
か
ら
剣
を
授
か
っ
た
の
は
ど
ん

な
人
物
か
」
と
い
う
謎
に
迫
り
つ
つ
、
県
内
古
墳
出
土
の
遺
物
を
多
数
展
示

し
、
５
世
紀
の
房
総
の
人
々
の
様
相
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

王賜銘鉄剣 展示室

学芸員による解説・重要文化財指定速報展にて

東
間
部
多
１
号
墳
出
土
短
甲
・

右
前
胴
を
開
い
た
状
態

古
代
の
ロ
マ
ン
に

出
会
う

　

歯
ブ
ラ
シ
の
当
て
方
が

歯
の
根
元
に
到
達
し
て
い

な
い
と
そ
こ
に
プ
ラ
ー
ク

が
た
ま
り
ま
す
。

　

一
方
あ
ま
り
磨
い
て
い

な
く
て
も
ほ
ぼ
プ
ラ
ー
ク

は
咬
合
面
に
は
た
ま
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
食
事
時
に

良
く
噛
め
れ
ば
自
然
と
プ

ラ
ー
ク
は
そ
こ
に
は
た
ま

ら
な
い
の
で
す
。
プ
ラ
ー

ク
が
た
ま
り
続
け
る
と
脱

灰
が
お
こ
り
カ
リ
エ
ス
に

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
プ

ラ
ー
ク
が
た
ま
り
続
け
る

と
こ
ろ
を
注
意
し
て
磨
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
番
は
歯
の
根
元
と
歯

と
歯
の
間
の
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
嚙
み
合
わ
せ
が
良

く
な
く
日
頃
か
ら
プ
ラ
ー

ク
が
た
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
こ
は
衛
生
士
に
確
認

を
し
て
も
ら
い
磨
き
方
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
な
か
な
か
ご
自
身
で

は
磨
き
残
し
も
分
か
り
づ

ら
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
変
な
臭
い
や

口
臭
が
気
に
な
る
方
も

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
方
が

良
い
で
す
。奥
歯
に
プ
ラ
ー

ク
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
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伴
田
さ
ん
は
京
都
丹
後
の

大
江
山
の
麓
で
生
ま
れ
育
っ

た
。
山
深
く
、
最
強
の
鬼
と

称
さ
れ
る
『
酒
呑
童
子
』
の

伝
説
が
息
づ
く
土
地
が
ふ
る

里
だ
。
芸
術
や
、
科
学
・
哲

学
な
ど
学
術
に
も
造
詣
が

深
く
、
大
学
時
代
に
映
画
評

論
で
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
多
く
の

分
野
で
の
著
作
、
翻
訳
、
芸

術
作
品
を
世
に
送
り
出
し
て

き
た
。
猫
好
き
と
し
て
も
有

名
で
、
雑
誌
『
猫
び
よ
り
』

で
は
猫
が
も
て
な
し
て
く
れ

る
宿
を
全
国
に
訪
ね
歩
き
、

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
連

載
。
美
術
家
と
し
て
は
、『
有

月
』（
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
）
の
名

で
活
動
し
、
独
自
技
法
に
よ

る
版
画
や
、
大
型
の
屏
風
・

襖
絵
な
ど
を
国
内
外
で
発
表

し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
、
文
化
庁
の

『
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

ｆ
ｏ
ｒ 

ｔ
ｈ
ｅ

ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
！
』（
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
文

化
芸
術
活
動
の
充
実
支
援
事

業
、
通
称
：
Ａ
Ｆ
Ｆ
）
の
助

成
を
受
け
、
念
願
だ
っ
た
長

編
映
画
製
作
が
実
現
し
た
。

２
０
２
２
年
発
表
の
『
森
へ

ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
』
は
、
ル
イ

ス
・
ブ
ニ
ュ
エ
ル
記
念
映
画

賞
最
優
秀
長
編
賞
な
ど
多
数

の
映
画
賞
を
受
賞
。
続
い
て

文
化
庁
の
『
Ａ
Ｆ
Ｆ
２
』
に

よ
り
、
２
０
２
３
年
『
道　

パ
ッ
サ
カ
リ
ア
』
を
発
表
し
、

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
シ
ネ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
映
画
賞
受
賞
な

ど
、
再
び
高
い
評
価
を
得
た
。

２
０
２
４
年
に
は
、
伴
田
さ

ん
が
ア
メ
リ
カ
の
映
画
雑
誌

『
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
』
の
『
２
０
２
４
年
ト
ッ

プ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
』
の
一
人

に
選
出
さ
れ
、
表
紙
を
飾
る
。

作
品
は
『
人
間
の
視
野
を
超

越
し
た
、
瞑
想
的
で
魔
術
的

な
映
画
』
と
評
さ
れ
た
。

　

伴
田
さ
ん
は
、
長
柄
へ
移

住
し
て
約
２０
年
。「
房
総
で
車

を
走
ら
せ
る
と
、
里
山
が
次
々

と
現
れ
る
。
無
尽
蔵
に
時
間

が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
里

山
を
見
る
と
豊
か
だ
な
と
感

じ
る
。
故
郷
に
よ
く
似
て
い

る
」。『
伴
田
ツ
ー
リ
ズ
ム
』

と
称
し
て
、
里
山
の
津
々
浦
々

で
『
風
景
』
を
探
し
て
回
る
。

映
画
に
は
、
こ
の
地
域
を
知

る
人
に
馴
染
み
の
場
所
や
、

意
識
せ
ず
と
も
脳
裏
に
刻

ま
れ
た
風
景
が
た
く
さ
ん

登
場
す
る
。「
３０
代
の
頃
は

よ
く
世
界
を
見
に
出
か
け

て
行
っ
た
。
今
は
こ
こ
に

い
る
。
す
ぐ
隣
で
物
語
が

生
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
が

お
も
し
ろ
い
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
か
ら
映
画
を
つ
く

る
。
妄
想
し
た
り
、
深
く

掘
り
下
げ
た
り
し
て
い
る

と
、
世
界
中
の
何
か
と
つ

な
が
る
と
思
う
」と
、話
す
。  

『
赤
い
自
転
車
』
は
、
伴
田

さ
ん
が
敬
愛
す
る
チ
ェ
コ
の

作
家
、
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ

ク
の
童
話
『
郵
便
屋
さ
ん
の

話
』
を
原
案
に
、
昭
和
の
日

本
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

『
郵
便
局
に
あ
る
日
、
宛
名
も

差
出
人
も
な
い
真
っ
白
な
郵

便
物
が
届
く
。
郵
便
配
達
員

は
開
け
て
み
る
こ
と
が
で
き

ず
困
っ
て
い
る
と
、
昼
寝
の

途
中
に
妖
精
が
出
て
き
て
手

紙
の
内
容
が
わ
か
り
…
』
と

話
が
展
開
し
て
い
く
。
郵
便

局
と
し
て
撮
影
を
し
た
建
物

は
、
大
多
喜
町
に
あ
る
築
９０

年
以
上
に
も
な
る
洋
風
建
築

の
元
郵
便
局
で
、
伴
田
さ
ん

の
「
イ
メ
ー
ジ
と
ぴ
っ
た
り

だ
っ
た
」。
主
役
の
郵
便
配
達

員
は
、
現
在
そ
の
建
物
を
改

装
し
て
夫
妻
で
花
屋
を
営
む

河
石
良
太
郎
さ
ん
。
初
め
て

顔
を
合
わ
せ
た
時
、「
チ
ャ

ペ
ッ
ク
の
イ
ラ
ス
ト
の
登
場

人
物
に
そ
っ
く
り
」
で
、
伴

田
さ
ん
が
そ
の
場
で
ス
カ
ウ

ト
を
し
た
。「
役
者
で
は
な
く
、

普
通
の
生
活
を
し
て
い
る
普

通
の
方
の
た
た
ず
ま
い
を
映

画
に
生
か
し
た
い
」
と
い
う

の
が
常
な
る
思
い
だ
。
伴
田

さ
ん
の
『
ロ
ケ
ハ
ン
』
は
『
人

物
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
』
で
も
あ

り
、人
だ
け
で
な
く
『
ハ
ン
ト
』

し
た
動
物
た
ち
も
映
画
に
登

場
す
る
。

　

今
回
の
製
作
資
金
の
一
部

は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
募
り
、
多
く
の
支
援
が

寄
せ
ら
れ
た
。
撮
影
は
２
年

に
渡
り
、
季
節
を
追
っ
て
房

総
の
自
然
美
が
映
し
出
さ
れ

る
。
セ
リ
フ
は
極
力
そ
ぎ
落

と
し
、
流
れ
る
音
楽
と
訪
れ

る
静
寂
が
案
内
人
の
よ
う
に

鑑
賞
者
を
導
く
。「
自
然
も
主

役
」
と
、
伴
田
さ
ん
は
明
言

す
る
。
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ

ン
撮
影
に
よ
る
妖
精
に
見
立

て
た
パ
ペ
ッ
ト
の
劇
中
劇

も
み
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
だ
。

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
通
し
て
、

日
本
人
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
世

界
中
の
民
族
が
持
つ
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
も
の
と
、
境
目
な

く
人
間
と
し
て
共
有
し
て
い

る
も
の
の
両
方
を
映
画
に
入

れ
た
」
と
語
る
。「
若
い
こ

ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

や
っ
て
き
た
全
て
の
こ
と
が

積
み
重
な
り
、
今
に
つ
な
が

る
。
や
っ
と
映
画
監
督
と
名

乗
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
今

の
仕
事
が
楽
し
く
て
仕
方
が

な
い
」。
長
柄
に
構
え
る
『
倉

庫
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
に
は
、
映

画
に
使
っ
た
大
型
の
屏
風
作

品
や
襖
絵
、
陶
、
鉄
の
作
品

な
ど
を
収
蔵
、『
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

ｒ
ｙ　

Ｒ
』
に
は
、
初
期
の

版
画
作
品
や
オ
ブ
ジ
ェ
、
有

月
名
義
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
服
な
ど
を
展
示
。
双
方

と
も
、
美
術
館
と
し
て
不
定

期
に
公
開
し
て
い
る
。『
赤
い

自
転
車
』
は
、
各
所
で
順
次

公
開
予
定
。
映
画
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
見
学
予
約
な
ど
詳
し
く

は
、
Ｈ
Ｐ
か
問
合
せ
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
石
井
）

問
伴
田
さ
ん

☎
０
８
０
・
３
７
２
２
・
５
１
７
５

https://www.ryosuke
handa.com

・
倉
庫
ギ
ャ
ラ
リ
ー

長
柄
町
桜
谷
２
７
４
の
３

・
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ　

Ｒ　

長
柄
町
上
野
４
７
１
の
１２

●
『
赤
い
自
転
車
』
上
映
会

・
映
画
館
『
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

ｒ
』（
東
京
都
墨
田
区
菊
川
３

の
７
の
１
）
に
て
お
披
露
目

上
映
会　

１１
／
１１
㈬　

１８
時

～
２０
時　

監
督
と
出
演
者
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
あ
り

・
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
中
央
区

弁
天
３
の
７
の
７
）　

１１
／
１

㈰
・
１１
／
１４
㈯
１６
時
～
１８
時

料
金
：
１
８
０
０
円
（
チ
ケ
ッ

ト
問
合
せ
伴
田
さ
ん
ま
で
）

両
日
監
督
挨
拶
あ
り

映画『森へ  island』一場面、『有月』の作品

  
自
然
美
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
織
り
な
す
伴
田
ワ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
！

  
映
画
最
新
作『
赤
い
自
転
車
』11
月
よ
り
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

映
画
監
督　

伴
田 

良
輔 

さ
ん

　

長
柄
町
在
住
の
伴
田
良
輔
さ
ん
が
監
督
・
脚
本
の
映
画
『
赤
い
自
転
車
』
が
１１
月
よ
り
公
開
さ
れ
る
。

伴
田
さ
ん
は
、
作
家
、
写
真
家
、
版
画
家
、
美
術
家
と
い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
総
合
芸
術
家
。
長
編
映

画
第
１
作
『
森
へ 

ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
』
と
第
２
作
『
道　

パ
ッ
サ
カ
リ
ア
』
は
、
海
外
の
映
画
祭
で
多

く
の
賞
を
受
賞
し
た
。『
赤
い
自
転
車
』
は
房
総
三
部
作
を
う
た
う
３
作
目
。
大
多
喜
町
の
元
郵
便
局

の
建
物
を
中
心
に
、
四
季
折
々
の
房
総
の
自
然
が
撮
影
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

房
総
の
里
山
か
ら

世
界
と
つ
な
が
る

赤
い
自
転
車
ポ
ス
タ
ー

伴田良輔さん

映画『赤い自転車』一場面

原
風
景
か
ら

生
ま
れ
る
物
語

　

１１
／
１４
㈯
、
富
津
市
民
ふ

れ
あ
い
公
園
内
の
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
野
球
場

に
て
、
千
葉
県
各
地
の
グ
ル

メ
が
集
う
『
グ
ル
麺
フ
ェ
ス

２
０
２
６ 

～
千
葉
の
う
ま
い

が
大
集
結
！
～
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
２８
店
舗
の
麺
屋
を

中
心
に
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

テ
ン
ト
販
売
な
ど
計
６０
店
舗

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ぐ
る
り
と

囲
む
よ
う
に
出
店
。
中
心
の

広
い
ス
ペ
ー
ス
は
２
５
０
席

の
飲
食
エ
リ
ア
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
吹
奏

楽
、
和
太
鼓
な
ど
も
展
開
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台
で
あ
る
野

球
場
が
、
食
・
音
楽
・
人
が

集
ま
る
地
域
交
流
の
場
に
な

り
ま
す
。
こ
の
日
は
新
富
津

漁
業
協
同
組
合
の
提
供
で
、

協
力
す
る
麺
屋
限
定
の
富
津

産
江
戸
前
海
苔
が
乗
っ
た
特

別
ラ
ー
メ
ン
も
あ
り
。
詳
細

は
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
：@

gurumenfes

に
て
。

●
グ
ル
麺
フ
ェ
ス
２
０
２
６ 

・
１１
／
１４
㈯　

１０
時
〜
１９
時

・
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｅ
Ｌ
野
球
場

（
富
津
市
青
木

１
９
６
８
・
富

津
市
民
ふ
れ
あ

い
公
園
内
）

・
臨
時
駐
車
場
：

イ
オ
ン
モ
ー
ル

富
津
、
富
津
市

民
ふ
れ
あ
い
公
園
駐
車
場
、
Ｃ

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｚ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
富
津
店

（
一
部
）、
ク
リ
エ
イ
ト
エ
ス
・

デ
ィ
ー 

富
津
青
木
店（
一
部
）、

青
堀
小
学
校　

計
１
５
０
０

台
分

・
出
店
：
麺
処
は
四
街
道
市
、

勝
浦
市
、
木
更
津
市
、
市
原
市
、

習
志
野
市
、
山
武
市
、
船
橋
市
、

茂
原
市
、
君
津
市
、
千
葉
市
、

野
田
市
、
八
千
代
市
、
富
津
市
、

旭
市
、
大
網
白
里
市
、
館
山
市
、

袖
ケ
浦
市
か
ら
２８
店
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
は
１８
台
、
グ
ル
メ

テ
ン
ト
は
１４
店　

計
６０
店

・
ス
テ
ー
ジ
：
吹
奏
楽
、
チ
ア
、

和
太
鼓
、
Ｄ
Ｊ
、
サ
ッ
ク
ス
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど

問
グ
ル
麺
フ
ェ
ス
実
行
委
員

会　

メ
ー
ル
：gurumenfe

s@gmail.com

　

 

県
内
各
地
の『
う
ま
い
』が
富
津
に
大
集
結
！

 

「
グ
ル
麺
フ
ェ
ス
２
０
２
６
」開
催
！

　

恒
例
の
市
原
市
写
真
連
盟

展
が
１１
／
５
㈭
～
１０
㈫
、
夢

ホ
ー
ル
（
市
原
市
更
級
・
ス

ポ
ー
ツ
デ
ポ
市
原
五
井
店
１

階
・
無
料
駐
車
場
完
備
）
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
６
つ
の

団
体
の
ほ
か
一
般
公
募
作
品

を
合
わ
せ
、
全
紙
サ
イ
ズ
を

中
心
に
８５
名
・
１
４
８
点
を

発
表
。
さ
ら
に
市
内
５
高
校

の
写
真
部
に
よ

る
作
品
・
４８
点

も
特
別
展
示
さ

れ
ま
す
。

　

同
展
覧
会
で

は
、
地
元
・
市

原
の
風
景
か
ら

世
界
各
地
の
風

景
と
撮
影
場
所

は
多
岐
に
わ
た

り
、
ま
っ
た
く

傾
向
の
違
う
作

品
を
楽
し
め
ま
す
。
期
間
中

は
、
写
真
初
心
者
や
こ
れ
か

ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
自
由
に
相
談
で

き
る
「
写
真
な
ん
で
も
相
談
」

コ
ー
ナ
ー
も
予
定
。
時
間
は

１０
～
１７
時
、
最
終
日
１５
時
ま

で
。
入
場
無
料
。

問
実
行
委
員
会
・
髙
橋

☎
０
９
０
・
６
０
４
１
・
７
０
５
８

   

第
1６
回
写
真
展 

市
原
市
写
真
連
盟
展 

開
催

撮影：山本 誠「春暁彩花」
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●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●50代からの健康ストレッチ体操　女性限定  体験有
五井公民館㈯・辰巳公民館㈭㈯　☎080-3205-9386　

●未経験者大歓迎！シニア世代の方々も活躍中・草刈
等簡単な作業です　作業時間及び時給など詳細は電話
にてお気軽にお問合せください　なお作業中は出られ
ないかもしれませんが必ずこちらから掛け直します
24時間受付中  ☎０９０-８９３８-１４６２  栗山まで！

●ネズミ駆除　超プロが１回で完全駆除　駆除の対象、
長期生息、家屋に被害の有る方　★一戸建・アパートに
限定　満足度100％　創業56年の信用　半永久的効果
田辺消毒防除センター　☎0436-25-2801
●ミシン直しま専科！　90%は直ります　家庭用ミシン
どこのメーカーでもＯＫ　持ち込み修理ＯＫ
街のミシン屋いちばん館　☎０４３６-２０-３４８３

●リサイクル着物セール　着物・帯１点500円３点
1,000円〜　新品着物・帯1万円〜　11／ 21㈯22㈰
10時〜 18時　長生郡睦沢町大谷木493　相馬方　
アンティークきものランド　☎090-2650-3404
●どんぐり　はり・きゅう整骨院　院長は現役スポー
ツトレーナー　不調や痛みなど気軽に相談を　
市原・八幡宿駅徒歩3分　☎0436-26-6004

●キットパスでアクリル板にお絵かき！　10／ 31㈯
14～ 16時　こみなと待合室裏・小湊鐵道本社前の駐
車スペース　五井のまちなか文化祭のイベント　キッ
トパスは貸出し、アクリル板のみ500円　持ち帰りO K
予約優先、当日受付もあり　☎0436-26-5267
●創土会陶芸展　11／１㈰まで　９～ 16時半　千葉県
立美術館（千葉市）　会員13名の作品100点　特別企画：
千葉県指定伝統的工芸品・大多喜焼の世界展
井口　☎0470-84-0664　

●袖ケ浦淡彩画教室作品展　11／１㈰～ 14㈯　９時半
～ 18時、初日11時～、最終日15時まで　長浦おかのう
え図書館市民ギャラリー　㈪休館　長浦交流センター
で活動する会員20名の約45点　色鉛筆、クレヨン、水彩、
淡彩画　澤井　☎0438-62-9732　
⃝五井ナザレン教会のイベント　絵本で聖書：11／５
㈭10時半～ 12時・絵本の読み聞かせとおしゃべりタ
イム　シニアの集い・銀の鈴：11／ 10㈫10時半〜 12時・
健康体操・ゲームと歌・脳トレ・交流など　両日とも
に無料、どなたでも　☎0436-21-0566
●おもちゃ病院いちはら　11／６㈮・五井公民館　
20㈮・市原市社会福祉協議会４階　ともに13～ 15時
壊れたおもちゃを修理回復　修理は無料、部品代のみ
有料　石川　☎090-7716-4611
●ボンズ市原ホームゲーム　11／７㈯Y . S . C . C .横浜
戦　14㈯ジェイリースFC戦　各13時キックオフ　ゼッ
トエーオリプリスタジアム　前売：大人900円　当日：
大人1,500円・中高大500円・小学生以下無料　当日ス
タジアム外広場でイベントあり：入場無料、キッチンカー
や体験、遊具など　☎0436-75-2015
● 姉崎を知る会・史跡巡り＜椎津コース＞　11／ 8㈰
９時・J R姉ヶ崎駅東口集合　県指定史跡・椎津城跡、鶴
牧藩・藩庁跡（姉崎小学校）などを巡る　200円・学生
無料　事前申込不要　直接集合場所へ　実施について
はH P「市原ふるれんネット」で　☎090-3544-3728
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　11／８㈰　13～ 16
時　希望により平日も可　大網白里市・かなり宅　入
居率の高い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素技術
を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明　参加費：
3,000円　☎090-4918-2388
●かずさのくに国府探検会　11／ 11㈬　９〜 12時
史跡上総国分尼寺展示館駐車場集合　200円　有力国府
推定値である郡本～市原地区の関連史跡（市原八幡神社・
阿須波神社・光善寺など）、更級日記や万葉集の文学遺
産を巡る　雨天中止　申込み不要　☎0436-23-1098
●岸本挽物展・触れる回転から生まれる美しいかた
ち　11／ 11㈬～ 22㈰ 　11～ 15時　大谷家具ギャラ
リー（長南町）　㈪㈫定休　入場無料　3代にわたり営
む静岡挽物　木の器やカトラリー、メガネ置き、端材を
再構築したオブジェクトなど　☎0475-47-3530　
●ぬくもりカフェ　11／ 12㈭　10～ 14時半　ほの
ぼの保育園（青柳）集合、カンナファーム（高坂）へピク
ニック　3,500円・弁当付・タクシー代込　シニア世代
や困り事がある方など、どなたでも楽しくおしゃべ
り　要予約・11／６〆切　☎080-3505-7903
●おもちゃ病院袖ケ浦　11／ 12㈭　９～ 12時　平岡
公民館　おもちゃの治療（修理）　不治か簡単完治時は
無料　部品交換時は部品代100～ 500円　申込不要、直
接会場へ　佐藤　☎090-4370-3796
●上映会「ファンファーレ！ふ た つ の音」　11／ 12
㈭　10時・13時・15時半・19時　フランスで260万
人を動員　白血病となった世界的なスター指揮者が炭
鉱町のトロンボーン奏者である異母兄弟と再会　二
人の音楽を通じた深い絆　字幕版　一般1,000円・高
校生以下600円　各回入替え制　☎0439-55-3300
●対談「現代芸術の使命」　11／ 14㈯　13〜 14時半
市原湖畔美術館　開催中の企画展「河口龍夫 関係ー無

関係 湖畔にて」関連イベント　現代美術家・河口龍夫
と社会学者・大澤真幸による、作品の向こうに広がる
新たな世界に触れる機会　参加費：1,000円（別途入
館料）　ウェブサイトから要申込　☎0436-98-1525
●みんなの寺カフェ「A C P・人生会議」　11／ 14㈯　
10～ 12時半　西光寺（根田）　認知症ケア専門士と社
会福祉士の方と一緒に考える　大人500円、こども無
料　要予約　11／ 13〆切　☎0436-22-7412
●覚えてる会　11／ 14㈯　10～ 12時　辰巳公民館
年会費制（1回約100円）　高齢者やもの忘れのある方
の本人会　生活上の工夫や便利グッズによる対処法を
話し合う　一般も歓迎　☎090-9330-4722
●カフェもの忘れ・認知症とスマホ・パソコン相談室
11／ 14㈯　13～ 15時　辰巳公民館　200円　元もの
忘れ外来担当者が、認知症の本人や家族に対象法などを
応相談　スマホパソコン教室は一般の方の不調相談も
歓迎、器機持参　☎090-9330-4722　
●市原市文化祭工芸展 　11／ 14㈯15㈰　９時半～ 17
時、最終日16時　上総更級公園・公園センター　陶芸、
木工、ガラス、竹、革、染色、組紐、押し花、洋裁など　一般
参加もあり　イベント広場では『いちはらクラフト
2026』も同時開催　☎090-4607-9815　
●サンプラザフェスタ　G o i 寄席・三遊亭楽京独演会：
11／ 14㈯11時開演・前売1,000円・当日1,500円・未
就学児の入場不可　オータムコンサート：11／ 15㈰
14時開演・無料・２組のバンドが出演　ともにサンプ
ラザ市原にて　☎0436-24-1151　
●市原市文化祭フラ祭り　11／ 15㈰　13～ 17時　市
原市市民会館　市原にハワイの風を！　市原ハワイア
ンフラ協会　☎090-5446-0772　
●レコード交流会　11／ 15㈰13時半～　アネッサ　
300円（お茶代）　テーマ・今年最後の会を　日本の抒
情歌中心に、トランペット、チェロなど様々なスタイル
で　13時～交流タイムあり　☎090-7716-4611　
●初心者向けゴルフレッスン会　11／ 15㈰　10時・
11時・13時・14時・15時　ジョイバードゴルフ練習場（金
剛地） プロゴルファーによるゴルフクラブの握り方・
構え方・振り方・取組方法などのレッスン　手ぶらで
O K　無料（クラブ・ボール代・打席料・レッスン料込）
18歳以上・小学４年～高校生は保護者同伴　詳細は市
のH Pで、フォームから要申込　☎0436-23-9755
●家事家計講習会　11／ 19㈭　10～ 11時半　やわた
パレット　予算のある家計簿で暮らしを見える化　食

費の予算立てや鍋帽子のエコクッキング　試食あり　
400円　千葉友の会市原方面　☎090-7420-5942
●送迎ボランティア養成講座　11／ 21㈯　10～ 12時
三和保健福祉センター　普通自動車免許お持ちの方　
20名　送迎ボランティア事業についてや協力者との
交流など　無料　要予約・11／ 13〆切　市原市社会福
祉協議会　☎0436-20-3100　
●国産食肉を使った料理講習会　11／ 25㈬　10～ 13
時　やわたパレット 　料理２品を作って試食　エプロ
ン・三角巾・ふきん２～３枚など持参　電話で要申込
先着15名　受付：㈪～㈮・９～ 12時　市原食肉事業協
同組合・中條　☎ 0436-21-9100
●市原警察署・移動交番開設予定場所　11／５㈭12時
半～ジョイフル本田市原店　６㈮12時半～泉台コミュ
ニティホール　10㈫12時半～千種コミュニティセン
ター　12㈭12時半～三和コミュニティセンター　13
㈮12時半～辰巳公民館　※変更になる場合もあり　市
原警察署地域課　☎0436-41-0110

●無双 ! !ものまね L I V E 2027 i n 市原 ：ペア５組10名
招待券プレゼント　2027年１／９㈯14時開演　市原
市市民会館　出演：ビューティーこくぶ、ミラクルひか
る、M r .シャチホコ　全席指定 5,980円（税込）　この
公演の招待券をご希望の方は官製往復はがきに以下を
明記し、下記宛先までご応募ください　①郵便番号・
住所　②氏名　 ③年齢 　④電話番号 　宛先：〒107-
0062　東京都港区南青山2-22-19 　アドバンテック
南青山ビル６階（シブリングス内） 「ものまね L I V E 
2026 i n 市原」シティライフ 係　11／ 16消印有効　当
選者発表は、発送をもってかえさせていただきます 

●ベビー用ローチェア差し上げます　木製・２日使用
パイプ・１週間使用　取りに来られる方に
千葉市緑区・伊藤　☎080-5022-9122

　

都
内
六
本
木
の
国
立

新
美
術
館
に
て
、
１１

月
２２
日
㈰
ま
で
『
第

１
１
９
回
日
展
』
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
日
本

画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

芸
美
術
、
書
の
５
部
門

に
わ
た
り
、
応
募
作
品

の
特
選
・
入
選
作
、
な

ら
び
に
日
展
会
員
、
準
会
員
、

前
年
度
特
選
受
賞
者
の
作
品

約
３
０
０
０
点
を
展
示
。
文
化

勲
章
受
章
者
の
中
村
晋
也
（
彫

刻
）、
奥
田
小
由
女
（
人
形
）、

井
茂
圭
洞
（
書
）、
文
化
功
労

者
の
森
野
泰
明
（
陶
芸
）、
中

井
貞
次
（
染
色
）、
宮
田
亮
平

（
金
工
）
な
ど
の
作
品
も
並
ぶ
。

　

日
展
の
特
徴
の
一
つ
は
、

審
査
員
が
毎
年
全
員
入
れ
替

わ
り
、
日
展
カ
ラ
ー
を
作
ら

な
い
こ
と
。
審
査
員
は
そ
の

年
の
作
品
の
審
査
だ
け
で
な

く
、
作
品
講
評
か
ら
会
場
の

レ
イ
ア
ウ
ト
ま
で
を
担
当
す

る
。
今
年
度
は
新
し
く
『
未

央
賞
』
を
設
立
。「
未
央
と
は

『
尽
き
る
こ
と
が
な
い
』
と
い

う
意
味
で
、
一
般
入
選
者
の

中
か
ら
今
後
の
成
長
や
将
来

性
を
重
視
し
、
未
来
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
促
す
た
め
に
激

励
を
込
め
て
贈
ら
れ
る
賞
」

で
、
各
部
門
と
も
受
賞
者
は

５
名
ま
で
。
宮
田
亮
平
理
事

長
は
、「
日
展
に
い
ら
し
て
、

ぜ
ひ
森
林
浴
を
す
る
気
持
ち

で
会
場
を
歩
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
３
０
０
０
点
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」
と
、
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

観
覧
時
間
は
１０
時
〜
１８
時

（
入
場
１７
時
半
ま
で
）。
休
館

日
は
１１
／
４
㈬
、
１０
㈫
、
１７
㈫
。

当
日
券
一
般
１
５
０
０
円
、

高
校
・
大
学
生
は
学
生
証
提

示
に
て
無
料
、
小
中
学
生
以

下
無
料
。
１６
時
〜
１８
時
限
定

の
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト
、

一
般
７
０
０
円
。
詳
し
く
は

Ｈ
Ｐ
か
、
問
合
せ
を
。（
石
井
）

問
日
展
事
務
局

☎
０３
・
３
８
２
３
・
５
７
０
１

https://nitten.or.jp/

　●
本
展
招
待
券
を
１０
組
２０
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
申
込
み
。

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
シ

テ
ィ
ラ
イ
フ
編
集
室　

日
展

招
待
券
係
ま
で
。
１１
／
５
㈭

必
着
。

宛
先
：
〒
２
９
０
の
０
０
５
６

市
原
市
五
井
４
８
７
４
の
１

FAX
０
４
３
６
・
２１
・
９
１
４
２

メ
ー
ル kiji@cl-shop.com

 

今
年
も
日
展
の
秋
到
来
！

 

第
119
回
日
展 

招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

宮田亮平 シュプリンゲン26- ２ 
第 119回日展出品作

日展 日本画 2025年 



42026年10月31日㈯市原版

　

東
京
湾
を
望
む
海
抜
約
３５

メ
ー
ト
ル
の
宮
山
台
に
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
姉
ケ
崎
駅
か
ら
徒
歩
１５

分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
。
約

２
０
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ

と
さ
れ
る
上
総
国
二
ノ
宮
の

古
社
で
す
。
風
神
・
志
那
斗

弁
命
（
シ
ナ
ト
ベ
ノ
ミ
コ
ト
）

を
主
祭
神
と
し
て
祀
り
、
古

く
か
ら
風
の
神
・
航
海
安
全
・

諸
願
成
就
の
神
社
と
し
て
信

仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

志
那
斗
弁
命
は
女
神
で
あ

り
、
夫
神
・
志
那
津
彦
命
（
シ

ナ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
帰

り
を
待
つ
（
松
）
の
が
辛
か
っ

た
と
い
う
伝
承
か
ら
、
境
内

に
は
松
の
木
を
一
切
植
え
ず
、

門
松
も
飾
ら
な
い
独
自
の
珍

し
い
風
習
が
今
も
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

境
内
や
そ
の
周
辺
は
「
姉

崎
古
墳
群
」
の
中
心
地
に
位

置
し
、
鳥
居
近
く
の
釈
迦
山

古
墳
を
は
じ
め
、
古
代
の
墳

墓
が
点
在
す
る
歴
史
的
・
文

化
的
に
も
大
変
貴
重
な
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
大
き

な
お
祭
り
は
令
和
７
年
よ
り

１０
月
２０
日
に
行
わ
れ
、
そ
の

週
の
土
曜
日
に
お
み
こ
し
が

各
地
域
別
に
３
台
出
ま
す
。

（
市
原
市
写
真
連
盟　

ち
は
ら

台
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

藤
川
欣

三
）


